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交番検査は１本１４０分の施工です！ 

会社自らが作業ダイヤ無視か？！ 
 
 ５月２８日、大阪交番検査車両所で３本目のＥ交検を施工中、管理者から「作業が終わっ

て１６時５０分から４階検修員詰所で知悉度確認を行うので集合すること」と指示され全社

員が知悉度の「小テスト」を受けました。社員が管理者に「交検は１本１４０分でまだその

時間ではないのか」と尋ねたところ管理者は「今日は作業が早く終わったので」という対応

でした。 

 大阪交番検査車両所は８時５５分始業で点呼の後９時０５分から昼休憩の１１時２５分ま

での１４０分で１本、昼休憩開けの１２時２５分から１７時０５分までの２８０分で２本、

終業の１７時１０分までの残り５分が終業点呼時間です。例えば個別に社員に「渡したい資

料があるから作業が終わっていたら総務まで来てくれ」とかいうのではなく、今回は交検施

工時間中にもかかわらず全社員に命じて「別の作業」をやらせているのです。以前は作業が

遅れた場合の次の作業の開始放送とか超勤対応とかも、１本１４０分の作業ダイヤに則って

しっかりやっていたのに、その時の現場管理者によって対応は変わるのでしょうか。社員の

模範たらんとする現場管理者がルールを破ってどうしますか！ 


